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§１．研究成果の概要 

 
本研究では、特定の応用向けに特化されるカスタム計算機を構成する上での設計思想を、メモ

リデータフローを中心とするハード・ソフト統合最適化に基づく設計とその体系化と捉え、そのソフト

ウェア基盤についての高度化と自動化、および FPGA アクセラレータに向けた高位最適かと高位

合成の融合を図る技術の開発に取り組んでいる。２０２０年度は、Halide や TVM における対象ア

ルゴリズムの選定とベンチマーク化、高位最適化方式の高度化、データフローエンジン向けバック

エンドの高位合成系の開発、システムの総合評価という 4 つ研究項目について、それぞれを第 2

年次までに着手してきた内容を発展させることに取り組んだ。特に、高位合成系の開発におけるデ

ータフローエンジン向けの高位合成系全体の改良とチューニング、システム性能の総合評価として

データ転送を含めた対象アプリのチューニングの項目について集中的に研究を行った。これらの

取り組みから、本研究で提案している MISD 方式によるカスタムデータフロー処理が有用となるプ

ログラムの特性を整理するとともに、本提案が有望であることを示す評価結果が得られた。 
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